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雪解け水を有効活用したダムの試行運用により過去最大の増電 

～既存ダムにおける再生可能エネルギーの活用～ 

 矢木沢ダムにおける雪解け水を活用した試行運用により貴重な水資源の有効活用に取り組

んだ結果、ＣＯ２削減効果及び増電効果が確認されました。 

 ２０５０年カーボンニュートラルを目指す取組の一環として、水循環政策における既存ダム

の再生可能エネルギー導入促進を図ることとしております。２０２２年春より矢木沢ダムと東

京電力リニューアブルパワーが管理する発電施設により実施しておりました雪解け水を有効活

用した水力発電の試行運用によるＣＯ２削減量及び増電について、今春が過去最大となりまし

たので結果を公表致します。 

 ■試行運用結果                     

  ２０２２年春  約 2,000 ｔの CO2 削減（約  5,000 ＭＷｈの増電） 

  ２０２３年春  約 3,700 ｔの CO2 削減（約  9,100 ＭＷｈの増電） 

  ２０２４年春  約 1,000 ｔの CO2 削減（約  2,500 ＭＷｈの増電） 

  ２０２５年春  約 8,000 ｔの CO2 削減（約 19,700 ＭＷｈの増電）（過去最大）   

 他ダムも含めて、今後も引き続き水資源の有効活用に取り組んでまいります。 
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電話：０３－６３７３－１１１１ 
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利根川上流ダム群の中で積雪が多い矢木沢ダムの雪解け水を活用し、矢木沢ダムと下流
にある東京電力リニューアブルパワー（RP）管理の発電施設で試行運用を実施しました。

矢木沢ダム試行運用イメージ

放流量の増加

矢木沢ダム
(独)水資源機構

須田貝ダム
東京電力ＲＰ(株)

矢木沢発電所

須田貝発電所

５月中旬に満水(※)になるように、毎日の積雪を
確認しながら試行運用しました。
※５月中旬に満水：利根川下流域の利水補給が本格化するま
でに満水にします。

提供：東京電力 RP(株)以下、下流発電施設にて発電

（閉館）

※１ 2023年度東京電力管内のCO2排出係数により算出
※２ 発電実績から従来のダム運用で発電出来た電力量を差し引いて算出
※３ 2022年度１世帯あたりの年間平均消費電力（3,950kWh）により算出

実施時期 ＣＯ２削減量（ｔ）※１ 増電力量（ＭＷｈ）※２

２０２２年春 約２，０００ 約５，０００【一般家庭約１，２００軒分※３】

２０２３年春 約３，７００ 約９，１００【一般家庭約２，３００軒分※３】

２０２４年春 約１，０００ 約２，５００【一般家庭約     ６００軒分※３】

２０２５年春 約８，０００ 約１９，７００【一般家庭約５，０００軒分※３】

試行運用結果

発電放流しながら
ゆっくりダムに貯留

降雪～融雪まで 融雪後

Co2削減
(増電)に活用

利水補給
による低下

早く満水になる
よう、発電を停
止して貯留

今までの運用

試行運用

矢木沢ダムで試行中（２０２２年～）
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